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IMA（国際鉱物学連合）の活動と日本の貢献

日本学術会議地球惑星科学委員会
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鉱物が語る自然・環境・社会
―IMA（国際鉱物学連合）の活動と日本の貢献―

国際鉱物学連合ホームページ 
International Mineralogical Association 
https://mineralogy-ima-wordpress.website/
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1. IMAとは: 目的，組織

国際鉱物学連合（International Mineralogical Association，IMA）
設立1958年：38か国の団体により構成
国際地質科学連合（IUGS) と連携

鉱物科学の重要性
・地球の進化と地球における物質循環の理解
・鉱物は大気・水圏や生物圏と相互作用：

気候・気象，生物生態環境との関わり
自然環境保全・防災への重要性：地震防災、地滑防災

・人類の健康維持：廃棄物処理、汚染対応、医療鉱物学

IMAのミッション：鉱物科学の振興と国際連携の促進
・最も重要なミッション：新鉱物の命名・分類：新鉱物の収集と鉱物情報
の系統的な整理保存

・鉱物科学の国際協力と鉱物科学者の交流の推進：国際会議、野外調査
出版事業を組織

・鉱物科学に関する各国の国内会議を支援
・4年ごとに総会を開催、IMAメダルの授与 3



1. IMAとは: 目的，組織

カウンシル

38か国（国を代表する機関）

• アーカイブ・学会史小委員会
• 鉱物物性データベース小委員会
• 学生賞小委員会

• 新鉱物命名分類コミッション
（CNMNC)

• 応用鉱物学コミッション（CAM)
• 宝石物質コミッション（CGM)
• 博物館コミッション（CM)
• 鉱石鉱物学コミッション（COM)
• 鉱物の物理学コミッション（CPM)
ワーキンググループ
• Nanomineralogy，
• Biominerals and the Environment
• Mineral informatics

カウンシルメンバー(11名)
• 会長
• 前会長
• 第一副会長
• 第二副会長
• セクレタリー
• 財務委員
• カウンシル委員５名

IMAの組織
総会 ４年に１回
ビジネス会合 ２年に１回

コミッション

委員会
IMAメダル委員会
IMAアウトリーチ委員会
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1. IMAとは: 目的，組織
総会における主要各国の投票数:米国５，ドイツ５，日本４，カナダ４，ロシア４，
英国４，オーストラリア３, 中国３，イタリア３，フランス２
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2. IMAの歴史・日本の貢献

日本から出席：伊藤貞市（東大）ほか
第１回IMA設立総会（1958.4）マドリード 第１期 (1958-1960)

カウンシル委員:
伊藤貞市教授
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日本はIMA設立時（1958年）から貢献



歴代の日本のカウンシルメンバー
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カウンシル委員
カウンシル委員
第一副会長  IMA京都大会（1970)
カウンシル委員
カウンシル委員
カウンシル委員
カウンシル委員
カウンシル委員
第二副会長
第一副会長 IMA神戸大会（2005)
会長 
前会長

1958-1960: 伊藤貞市
1964-1970: 渡辺武夫
1970-1974: 渡辺武夫
1974-1978: 砂川一郎
1978-1982: 砂川一郎
1986-1990: 砂川一郎
1990-1994: 丸茂文幸
1994-1998: 末野重穂
1998-2002: 末野重穂
2002-2006: 山中高光
2006-2010: 山中高光
2010-2014: 山中高光
2020-2024: 大藤弘明
2022-2024: 大谷栄治
2024-2028: 大藤弘明
2024-2026: 大谷栄治

カウンシル委員
第一副会長 
セクレタリー
会長

第一回設立期から継続的にカウンシルメンバーとして運営を担っている。

2. IMAの歴史・日本の貢献



環境鉱物学ワーキンググループ(EM-WG)委員長：佐藤努(2006-2018)
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結晶成長学ワーキンググループ(CG-WG)委員長：塚本勝男(2006-2014)

IMAメダル受賞：入舩徹男(2023), 大谷栄治(2019)

日本人のリーダーシップが鉱物学の国際的な発展に重要な貢献
近年の日本人の役員等への就任状況

IMA 会長：大谷栄治(2024-2026)
セクレタリー：大藤弘明(2024-2028)
第一副会長：大谷栄治(2022-2024)
IMAカウンシル委員：大藤弘明(2020-2024)
UNESCO Year of Mineralogy 2022委員会委員：大谷栄治（2020-2022)

日本からのコミッション，ワーキンググループ委員長，副委員長など（最
近10年）

鉱物の物理学コミッション(CPM)副委員長：土屋旬(2022-)
新鉱物命名分類コミッション(CNMNC)委員長：宮脇律郎(2018-2022)
鉱物の物理学コミッション(CPM)副委員長：井上徹(2015-2022)
鉱物の物理学コミッション(CPM)委員長：大谷栄治(2006-2014)

2. IMAの歴史・日本の貢献



「一家に1枚 鉱物－地球と宇宙の宝物－（第2版）」

3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会
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https://www.mext.go.jp/index.htm


石川石 Ishikawaite (1922)
轟石 Todorokite (1934)
阿武隈石 Britholite-(Y) (1938)
手稲石 Teineite (1939)
イットリウム河辺石 Kobeite-(Y) (1950)
湯河原沸石
亜砒藍鉄鉱

Yugawaralite (1952)
Parasymplesite (1954)

大隅石 Osumilite (1956)
生野鉱 Ikunolite (1959)
人形石 Ningyoite (1959)
尾去沢石 Osarizawaite (1961)
吉村石 Yoshimuraite (1961)
芋子石 Imogolite (1962)
赤金鉱 Akaganeite (1962-004)
園石 Sonolite (1963)
神保石 Jimboite (1963-002)
原田石 Haradaite (1963-011)
櫻井鉱 Sakuraiite (1965-017)
萬次郎鉱 Manjiroite (1966-009)
福地鉱 Fukuchilite (1967-009)
イットリウム飯盛石 Iimoriite-(Y) (1967-033)
灰エリオン沸石 Erionite-Ca (1967)
褐錫鉱 Stannoidite (1968-004
河津鉱 Kawazulite (1968-014)
神津閃石 Mangano-f
阿仁鉱 Anilite (1968-030)
若林鉱 Wakabayashilite (1969
高根鉱 Takanelite (1970-034)
南部石 Nambulite (1971-032)
ルテニイリドスミン  Rut
備中石 Bicchulite (1973-006)
木下雲母  Kinoshita
ソーダレビ沸石 Lévyne-Na (1974
都茂鉱 Tsumoite (1974-010a)
自然ルテニウム Ruthenium (1974
青海石 Ohmilite (1974-031)
益富雲母 Masutomil
杉石 Sugilite (1974-060)
神岡鉱 Kamiokite (1975-003)
布賀石 Fukalite (1976-003)
三原鉱 Miharaite (1976-012)
中宇利石
ソーダフッ素魚眼石

Nakauriite (1976-016)
Fluorapophyllite-(Na) (1976-032)

上国石 Jôkokuite (1976-045)
灰単斜プチロル沸石
加納輝石

Clinoptilolite-Ca (1977)
Kanoite (1977-020)

種山石 Taneyamalite (1977-042)
長島石 Nagashimalite (1977-045)
鈴木石 Suzukiite (1978-005)
古遠部鉱 Furutobeite (1978-040)
欽一石 Kinichilite (1979-031)

Strontio-orthojoaquinite (1979-081a) 
Pumpellyite-(Mn) (1980-006)

Potassic-ferro-sadanagaite

奴奈川石
マンガノパンペリー石
カリフェロ定永閃石 
(1980-027)
釜石石 Kamaishilite (1980-052)
大江石 Oyelite (1980-103)

砥部雲母
ソーダ南部石

Tobelite (1981-021)
Natoronambulite (1981-034)

逸見石 Henmilite (1981-050)
片山石 Katayamalite (1982-004)
カリ定永閃石 Potassic-sadanagaite (1982-102)
ストロナルシ石 Stronalsite (1983-016)
アンモニオ白榴石 Ammonioeucite (1984-015)
滋賀石 Shigaite (1984-057)

Kimuraite-(Y) (1984-073)イットリウム木村石
オホーツク石
ペトラック鉱
プロトフェロ直閃石

Okhotskite (1985-010)
Petrukite (1985-052)

Proto-ferro-anthophyllite (1986-006)
プロトフェロ末野閃石 Proto-ferro-suenoite (1986-007)
和田石 Wadalite (1987-045)
豊羽鉱 Toyohaite (1989-007)
単斜トベルモリ石 Clinotobermorite (1990-005)
渡辺鉱 Watanabeite (1991-025)
三笠石 Mikasaite (1992-015)
森本ざくろ石 Morimotoite (1992-017)
草地鉱 Kusachiite (1992-024)
武田石 Takedaite (1993-049)
パラシベリア石 Parasibirskite (1996-051)

定永閃石 Sadanagaite (2002-051)
ランタン弘三石 Kozoite-(La) (2002-054)
東京石 Tokyoite (2003-036)

Iwashiroite-(Y) (2003-053)
Hingganite-(Ce) (2004-004)

イットリウム岩代石
セリウムヒンガン石
ソーダ金雲母 Aspidolite (2004-049)
苣木鉱 Sugakiite (2005-033)
沼野石 Numanoite (2005-050)
セリウム上田石 Uedaite-(Ce) (2006-022)
大阪石 Osakaite (2006-049)
ストロンチウム緑簾石 Epidote-(Sr) (2006-055)
宗像石 Munakataite (2007-012)
田野畑石 Tanohataite (2007-019)
幌満鉱 Horomanite (2007-037)
様似鉱 Samaniite (2007-038)
カリフェロパーガス閃石 Potassic-ferro-pargasite (200 7-053)

ネオジムウェークフィールド石 Wakefieldite-(Nd) (2008-031)

千葉石 Chibaite (2008-067)

桃井ざくろ石 Momoiite (2009-026)
島崎石 Shimazakiite (2010-085a)
亜鉛ビーバー石 Beaverite-(Zn) (2010-086)
愛媛閃石
イットリウム肥前石

Chromio-pargasite (2011-023)
Hizenite-(Y) (2011-030)

イットリウムラブドフェン Rhabdophane-(Y) (2011-031)
宮久石 Miyahisaite (2011-043)
イットリウム高縄石 Takanawaite-(Y) (2011-099)

Magnesiorowlandite-(Y) (2012-010)イットリウム苦土ローランド石
伊勢鉱 Iseite (2012-020)
箕面石 Minohlite (2012-035)
ランタンバナジウム褐簾石 Vanadoallanite-(La) (2012-095)
足立電気石 Adachiite (2012-101)
岩手石 Iwateite (2013-034)
今吉石 Imayoshiite (2013-069)
ランタンフェリ赤坂石 Ferriakasakaite-(La) (2013-126)

Ferriandorosite-(La) (2013-127)ランタンフェリアンドロス石
伊予石 Iyoite (2013-130)
三崎石 Misakiite (2013-131)
イットリウム三重石 Mieite-(Y) (2014-020)
房総石 Bosoite (2014-023)
豊石 Bunnoite (2014-054)

e (2017-003)
) (2017-089)

018-162)

) (2019-029a) 
054)

a) 岡山石 Okayamalite (1997-002) 阿武石 Abuite (2014-084)

津軽鉱 Tsugaruite (1997-010) 神南石 Kannanite (2015-100)

erri-eckermannite (1968-028) 苦土フォイト電気石 Magnesio-foitite (1998-037) 村上石 Murakamiite (2016-066)

糸魚川石 Itoigawaite (1998-039) 金水銀鉱 Aurihydrargyrumit

-024) 蓮華石 Rengeite (1998-055) ランタンピータース石 Petersite-(La

ネオジム弘三石 Kozoite-(Nd) (1998-063) 日立鉱 Hitachiite (2018-027)

多摩石 Tamaite (1999-011) (1998-063) 留萌鉱 Rumoiite) (2018-161) 

heniridosmine (1973s.p.) 多摩石 Tamaite (1999-011) 初山別鉱  Shosanbetsuite (2

大峰石 Ominelite (1999-025) 皆川鉱 Minakawaite (2019-024)

lite (1973-011) パラ輝砒鉱 Pararsenolamprite (1999-047) 三千年鉱 Michitoshiite-(Cu

) 松原石 Matsubaraite (2000-027) 千代子石 Chiyokoite (2019-

わたつみ石 Watatsumiite (2001-043) 苫前鉱 Tomamaeite (2019-129)

-013) 白水雲母 Shirozulite (2001-045)
カリフェリリーク閃石 Potassic-ferri-leakeite (2001-049)

ite (1974-046) 新潟石 Niigataite (2001-055)
プロト直閃石 Proto-anthophyllite (2001-065)

IMAの最も重要な役割の１つ：新鉱物の
命名と分類
新鉱物命名分類コミッション(CNMNC)
委員長 宮脇律郎博士（2018-2022)

日本からの新鉱物の発見
10年間(2009-2019)に34件
1922年以降 146件
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3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会
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3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会

北海道石(Hokkaidoite)の発見
2023年IMAにより正式に新鉱物
と認定
• 日本初の多環芳香族炭化水素
鉱物であり、炭素と水素のみ
からなる天然結晶

• 紫外線を当てると、黄色や黄
緑色の蛍光を放つ

https://www.mindat.org/min-470614.html

IMA 新鉱物、命名、分類コミッション（CNMNC）
社会における鉱物学の標準的な分類と呼称の統一に貢献
鉱物の保全や科学的理解、社会での利用を推進する上で重要な役割を果たす

最近では日本の新鉱物として「不知火鉱(Shiranuiite)」「宮脇石(Miyawakiite)」などが承認さ
れている。

http://www.mindat.org/min-470614.html


鉱物の物理学・高温高圧研究への我が国の貢献
量子ビームの利用

SPring8

J-PARC
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様々な高圧装置

3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会



鉱物の物理学・高温高圧研究への我が国の貢献
日本人の名前のついた鉱物名

Akimotoite（秋本石）IMA1997-044
輝石(Mg,Fe2+)SiO3の高圧相
イルメナイト型：秋本俊一

Akaogiite（赤荻石）IMA2007-058
TiO2ルチルの高圧相：赤荻正樹

Kushiroite (久城石）IMA2008-059
CaAlAlSiO₆組成の輝石： 久城育夫

Hiroseite（広瀬石） IMA2019-019
輝石FeSiO3の高圧相，ペロブスカイト型：広瀬敬 
CNMNC Newsletter No. 50; Mineralogical Magazine, 
31, doi: 10.1180/mgm.2019.46

3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会
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市民の自然環境理解のための普及活動
の支援
• 世界の博物館との国際連携：博物館の
展示向上による自然・環境への理解の
促進

• 全国の博物館ネットワーク構築の支 
援：地方、各大学の博物館・標本館、
国立科学博物館、産総研地質標本館の
ネットワーク（鉱物科学会博物館委員
会と連携し支援）

鉱物科学の普及活動の支援
• 文部科学省の事業として、鉱物科
学会による「一家に1枚 鉱物－
地球と宇宙の宝物－」ポスター製
作を支援

• 全国の小中学校に8万部、科学
館・博物館において15万部を配布

3.学術的・社会的貢献：自然・環境・社会
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・極端条件での新鉱物発見（宇宙は新鉱物の宝庫）
・放射性廃棄物の安定貯蔵・地層処分
途上国での環境汚染への対応と汚染土壌の不溶化

・自然災害：気候変動対応
地震・気象災害・地すべり対応、その防災

・健康維持の鉱物学（医療鉱物学)：
健康に害のある鉱物（アスベストなど）への対応

継続的な世界への発信と国際連携のために
①国際貢献・国際会議やシンポジウムへの参加・若手研究者の育成の活動を通して
各国を代表する学術組織としての役割を果たす。

②役割を果たすための資格を確保し、活動基盤を強化する。
15

4. IMAの将来に向けて 
IMAの今後の重要な課題



日本鉱物科学会との連携
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日本国内学会／研究者との連携を密にするために日本鉱物科学会ホーム
ページ内に日本学術会議IMA小委員会活動紹介ページを作成

https://jams-mineral.jp/about/ima-jams/
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